
、



I EXE8のとき、t=log.Xのとりうる値のy=（logが+a(logsx）（logが）
範囲は-1

!

であり、このもとで

n y=が+39での最大値を求める。い）ヒントにきた底
を2に鬻る

! "

H！が_Fa.ば'_'.txt， . t h x
=-3t(tsa）

忄
=一（logが+3a(log.が

定義域をふまえて

i . 坳 、 砒

糸
鮒
噌
爀が 誰 儺 注 意

嵓：荒！！
が！「 「武廣

入
ヒントなしでも 様子が変わるので、

y .-興，となる。 E E E E I 場合分け →実験あるのみ！！
（2） X → t → y



☆ 2aと3の大小でまず f(t）=-ペ+3atとおく。
n変わりうる！

（i）2aE3のとき、つまり10く）aEEのとき、
最大値は f（・・）と f（29）のうち小さくない曲、！！、，If

だと最大値は
t-_-Io r 2 9 方 の 値 で あ る 。 っ て
（後で補足あり） が二 3at I , f ka）=493であり、

1+39 を 493 ←便利な調べ方.

yy

|.私
が
知

衡同順で変形
⇐>（a-1）（4で+4at1）So|・

；！
だと最大値は

"

o r 3

3 9 4 1 locay

'：だ9
より、最大値は

t
境目すぐにはわからん M|493（East） 上にはので、あとは値を比べて どっちでも
いく作戦で. である。



(ii）2 9 > 3 の とき、つまり a>Iのとき、 M=ド
+1

10<a<i）
最大値は f（・・）と

"

）のうち小さくない 493（1East） を得る。
方の値である.TT?atI.fl3）
=27a-27 であり、

279-2719>-27/-9等号はどこ袋.

39+1 を27a-27 〈補足〉3次関数の性質
↳ 24 a - 28 今 0
⇐> 6a - 7 s o および

！

!

擴闇 となるな分-

"

も同
様

a>Eのとき6a-770なので

忠
明
班
，

fい）<f（3）-最大値は y-ax'thx+c×+d(at。）とyとの交点の
M=27a-27 （a>E） である。 ×座標は aたが tex t d-e=0の解 .

→ 解と係数の関係より 3解の和は一！
以上（i）（i）をまとめて、 「変曲点に関する対称性より. I E T

その値は変曲点のメの値の3倍
ー ー



邐 it""嘸秘
瀚「"恥な

（ii） 0 < 9 < 1 '：

#

ぶ壇

重解 i

!

・d鬭刁饆！
一・+2にはx_p=2（rの）

に 2）に"' '：：

$

.li：73

i . d-p:r-x=2：1er
二

☆これを使うと、今回は

※粽
○

!

に
わかる.


